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市
民
ク
ラ
ブ

地
球
温
暖
化
対
策

	

東
日
本
大
震
災
以
降
の
市
役
所
の
電
気

料
金
の
状
況
、
長
崎
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
と
効
果
、
政
府

が
決
定
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
へ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

震
災
前
の
平
成
22
年
度
と
の
比
較
で
は
、

市
役
所
の
電
力
使
用
量
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
料
金
は
、
基
本
料
金
の
値
上
げ
な
ど

に
よ
り
約
６
０
０
万
円
増
加
し
て
い
る
。

　
実
行
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
で
は
、
計

画
に
基
づ
い
た
、
市
民
、
事
業
者
と
協
働
し

た
各
種
施
策
に
よ
り
、
市
民
の
節
電
や
省
資

源
の
取
り
組
み
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
本
年
7
月
に
政
府
が
設
定
し
た
新
た
な
削

減
目
標
へ
の
対
応
は
、
今
後
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

世
界
遺
産
登
録
後
の
協
働
事
業

	

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
商
品
開
発
と
い
っ
た

産
学
官
民
の
協
働
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
情
報
発
信
の
面

で
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
6
社
と
県
内
の
自
治

体
、
観
光
事
業
者
等
で
実
施
す
る
日
本
最
大

規
模
の
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
来
年
度
に
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
大
学
と

の
協
働
に
よ
り
、
軍
艦
島
の
3
Ｄ
映
像
を
製

作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

　
受
入
態
勢
の
面
で
は
、
国
や
県
と
の
協
働

に
よ
り
構
成
資
産
周
辺

へ
の
道
路
標
識
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
ツ
ア

ー
商
品
、
お
土
産
品
の

開
発
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
産
学
官
民

と
協
働
し
、
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

合
併
10
年
経
過
後
の

�

検
証
と
意
見
交
換
会

	

香
焼
町
な
ど
7
町
に
お
い
て
、
合
併
に

よ
る
生
活
環
境
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
変
化

の
検
証
や
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
意
向
は
な
い
か
。

	

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
道
の

改
良
や
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど
、
市
民

生
活
の
充
実
に
寄
与
す
る
事
業
や
交
流
人
口

の
拡
大
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
各
地
区
に
お
い

て
「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
や
「
市
長
と
の
地

域
懇
談
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

と
意
見
交
換
を
行
い
、
合
併
に
よ
る
地
域
の

現
状
や
課
題
の
変
化
に
つ
い
て
確
認
し
て
き

た
。
今
年
度
に
、
合
併
後
10
年
間
の
検
証
を

行
い
、
地
域
の
方
々
へ
の
報
告
や
意
見
交
換

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

旭
大
橋
の
低
床
化

	

再
整
備
が
進
む
長
崎
駅
周
辺
地
区
と
稲

佐
地
区
の
連
携
を
強
化
し
、
ま
ち
な
か
と
一

体
的
な
土
地
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
旭
大

橋
を
低
床
化
で
き
な
い
か
。

	

市
と
県
が
共
同
で
策
定
し
た
、
浦
上
川

右
岸
地
区
な
ど
を
含
む
長
崎
駅
周
辺
エ
リ
ア

の
整
備
計
画
に
は
、
旭
大
橋
の
低
床
化
は
、

整
備
を
図
る
べ
き
施
設
と
し
て
明
確
に
位
置

付
け
て
い
る
。
一
方
、
管
理
者
で
あ
る
県
か

ら
は
、
橋
は
設
置
か
ら
33
年
経
過
し
て
い
る

が
、
補
助
金
上
の
耐
用
年
数
の
45
年
に
達
し

て
お
ら
ず
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化
が

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
の
解
体

撤
去
は
非
常
に
厳
し
い

と
聞
い
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市

と
し
て
は
旭
大
橋
の
低

床
化
は
浦
上
川
右
岸
地

区
の
活
性
化
を
図
る
う

え
で
、
必
要
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
た
め
、
今
後

と
も
県
に
対
し
て
強
く

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
対
応

	

聴
覚
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活

を
過
ご
す
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

障
害
福
祉
課
及
び
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
手
話
通
訳
者
を
計
4
名
配
置
し
、
手
続
き

や
相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
手
話
通
訳
者
の
養
成
や
派
遣
の
ほ

か
、
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
な
ど
手
話
を
身

に
つ
け
て
い
な
い
方
を
支
援
す
る
た
め
、
要

約
筆
記
者
の
養
成
や
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
年
1
月
か
ら
支
所
、
行
政
セ
ン
タ
ー
、

障
害
福
祉
課
を
始
め
、
本
庁
の
主
要
な
窓
口

に
テ
レ
ビ
電
話
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
遠
方

の
方
の
手
話
通
訳
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
の
充
実

に
努
め
た
い
。

明
政
ク
ラ
ブ

迷
走
を
続
け
る
大
型
事
業

	

新
し
い
市
役
所
、
公
会
堂
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

	

市
庁
舎
は
、
建
て
替
え
る
こ
と
、
そ
の

場
所
を
公
会
堂
及
び
公
会
堂
前
公
園
敷
地
と

す
る
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。
市
民
の
安
全

安
心
と
い
う
面
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
予
算
や
条
例
の
提
案
を
し
た
い
。

　
公
会
堂
は
、
廃
止
後
の
新
た
な
文
化
施
設

を
県
庁
舎
跡
地
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

県
と
協
議
を
続
け
て
い
る
。
県
と
の
協
議
は

問答問答

問答

問答

問答問答

9月定例会では、9月4日と、9月7日から9日までの4日間にわたり、17人による個人質問が行われました。

9
月
定
例
会
の
一
般
質
問

▲3D映像の軍艦島

▲旭大橋




